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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前胴周り域と後胴周り域と股下域とを有し、これら各域によって胴周り開口と一対の脚
周り開口とを有するパンツ型形状が画成され、前記前後胴周り域いずれかの外面に前記胴
周り開口の縁部から前記股下域ヘ向かってラッピング用シートが延び、前記ラッピング用
シートの胴周り方向における両側縁部が前記外面に接合して前記ラッピング用シートと前
記外面との間に前記パンツ型形状の上方から下方へ向かって開口するポケットが形成され
ている使い捨てのパンツ型着用物品において、
　前記ポケットにおける前記ラッピング用シートの内面には、前記内面に剥離不能に取り
付けられた固定端部と前記固定端部の反対端部であって摘持可能な自由端部とを有するテ
ープ片が前記ポケットから下方へ引き出し可能に前記テープ片の長さ方向において折り畳
まれており、前記自由端部には前記テープ片を前記ポケットから引き出したときに前記外
面と向かい合う面と反対側の面に粘着域が形成されており、
　前記ラッピング用シートの下縁部には、前記胴周り方向へ延びる少なくとも１条の弾性
部材が伸長可能に取り付けられており、前記テープ片の固定端部が前記弾性部材の近傍に
位置していることを特徴とする前記着用物品。
【請求項２】
前記ラッピング用シートが前記パンツ型着用物品の胴周り方向と前記方向に直交する上下
方向とのうちの少なくとも一方に弾性的に伸長、収縮可能である請求項１記載の着用物品
。
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【請求項３】
前記テープ片が前記固定端部と前記自由端部との間においてＮ字形及び裏返しにされたＮ
字形いずれかの形状に畳まれている請求項１または２記載の着用物品。
【請求項４】
前記テープ片が前記固定端部と前記自由端部との間において倒立したＶ字形の形状に畳ま
れている請求項１または２記載の着用物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、使い捨ておむつ、トレーニングパンツ、失禁患者用パンツ等として使用する
のに好適な使い捨てのパンツ型着用物品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、使用済みの使い捨ておむつを廃棄するときに、おむつを丸めておむつの汚れた部分
が外に出ないようにするための廃棄手段を使用することは周知である。そうした廃棄手段
で簡単なものの例は、実開昭５８－２２９０８号公報（特許文献１）に記載されている。
この文献に記載の使い捨ておむつでは、廃棄手段としての接着テープ片がおむつの裏面シ
ートに取り付けられている。また特開平１０－２９５７２５号公報（特許文献２）に記載
された使い捨てパンツ型着用物品では、前後胴周り域の一方における裏面シートの外側に
胴周り方向への弾性的な伸長、収縮性を有する補助フラップが設けられている。胴周り方
向において補助フラップの側縁部がパンツ型着用物品の胴周り側部に固定されることによ
って、前記胴周り域の一方と補助フラップとの間に下方に向かって開口する第１のポケッ
トが形成されている。使用後の着用物品は、下から上へと丸めた後に、第１のポケットを
裏返すことによって形成される第２のポケットに納めることで、汚れた部位を露出させる
ことなく廃棄することができる。
【０００３】
【特許文献１】
実開昭５８－２２９０８号公報
【特許文献２】
特開平１０－２９５７２５号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１の使い捨ておむつでは、丸めたおむつが開かないように接着テープ片によって
閉じておくものであるから、おむつが広範囲にわたって汚れている場合には汚れた部位が
ある程度露出することを避け難い。特許文献２の着用物品は、使用後の物品のほぼ全体を
第２のポケットの内側に納めておくことができるので、汚れた部位が露出する恐れは極め
て少ないが、丸めて第２のポケットへ納めたはずの物品がポケットから外へ出る場合があ
る。そうした場合には、汚れた部位が露出することを避け難い。
【０００５】
この発明では、前記特許文献２に開示されているような使い捨てのパンツ型着用物品にお
いて、使用後に丸めてポケットへ納めた着用物品がそのポケットから外へ出ることがない
ように改良を施すことが課題である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するために、この発明が対象とするのは、前胴周り域と後胴周り域と股下
域とを有し、これら各域によって胴周り開口と一対の脚周り開口とを有するパンツ型形状
が画成され、前記前後胴周り域いずれかの外面に前記胴周り開口の縁部から前記股下域ヘ
向かってラッピング用シートが延び、前記ラッピング用シートの胴周り方向における両側
縁部が前記外面に接合して前記ラッピング用シートと前記外面との間に前記パンツ型形状
の上方から下方へ向かって開口するポケットが形成されている使い捨てのパンツ型着用物
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品である。
【０００７】
　かかるパンツ型着用物品において、この発明が特徴とするところは、次のとおりである
。　前記ポケットにおける前記ラッピング用シートの内面には、前記内面に剥離不能に取
り付けられた固定端部と前記固定端部の反対端部であって摘持可能な自由端部とを有する
テープ片が前記ポケットから下方へ引き出し可能に前記テープ片の長さ方向において折り
畳まれており、前記自由端部には前記テープ片を前記ポケットから引き出したときに前記
外面と向かい合う面と反対側の面に粘着域が形成されており、前記ラッピング用シートの
下縁部には、前記胴周り方向へ延びる少なくとも１条の弾性部材が伸長可能に取り付けら
れており、前記テープ片の固定端部が前記弾性部材の近傍に位置している。
【０００８】
この発明には、次のような好ましい実施態様がある。
（１）前記ラッピング用シートが前記パンツ型着用物品の胴周り方向と前記方向に直交す
る上下方向とのうちの少なくとも一方に弾性的に伸長、収縮可能である。
（２）前記テープ片が前記固定端部と前記自由端部との間においてＮ字形及び裏返しにさ
れたＮ字形いずれかの形状に畳まれている。
（３）前記テープ片が前記固定端部と前記自由端部との間において倒立したＶ字形の形状
に畳まれている。
【０００９】
【発明の実施の形態】
使い捨てのパンツ型着用物品として使い捨てのパンツ型おむつを例にとり、添付の図面を
参照してこの発明の詳細を説明すると、以下のとおりである。
【００１０】
図１，２は、着用状態にある使い捨てのパンツ型おむつの１の部分破断斜視図と、平坦な
状態にあるおむつ１の側面図である。おむつ１は、透液性表面シート２と、不透液性裏面
シート３と、これら両シート２，３間に介在する吸収性コア４とを有し、表裏面シート２
，３がコア４の周縁から延出して重なり合いホットメルト接着剤（図示せず）を介して互
いに接合している。おむつ１はまた、前胴周り域６と、後胴周り域７と、これら両胴周り
域６，７間に位置する股下域８とを有し、前後胴周り域６，７の側縁部６ａ，７ａどうし
が表面シート２を内側にして合掌状に重なり合い、図１の上下方向に間欠的に形成されて
いる部位１０において接合している。おむつ１はさらに、胴周り開口部１２と、一対の脚
周り開口部１３とを有し、各開口部１２，１３の周縁部では、胴周り弾性部材１６と脚周
り弾性部材１７とが表裏面シート２，３の間に介在し、これら両シート２，３の少なくと
も一方に伸長状態で接合している。かかるおむつ１は、前胴周り域６における裏面シート
３の外側に両側縁部６ａ間に延びるラッピング用シート２０を有する。ラッピング用シー
ト２０は、ほぼ矩形のもので両側縁部２０ａと上縁部２０ｂと下縁部２０ｃとを有し、両
側縁部２０ａが前胴周り域６の両側縁部６ａと一体になり、上縁部２０ｂが前胴周り域６
に対して胴周り開口１２の縁部１２ａで一体となることによって、下縁部２０ｃと裏面シ
ート３の外面との間がおむつ１の下方へ向かって開口するポケット（第１ポケット）２１
を形成している。
【００１１】
ラッピング用シート２０は、裏面シート３と向かい合う内面２３と、内面２３の反対側の
外面２４とを有し、下縁部２０ｃでは、外面２４がポケット２１の内側となるように折り
返されることによって、スリーブ２６を形成している。スリーブ２６の内側では、弾性部
材２７がラッピング用シート２０の両側縁部２０ａ間に伸長状態で延びている。ラッピン
グ用シート２０の幅方向中央部はおむつ１の幅方向中心線Ｃ上にあり、その中央部におけ
る内面２３には粘着性テープ片３１が取り付けられている。テープ片３１は、その長さ方
向において、おむつ１の上方から下方へ向かって仮想線の如く伸展し得るようにＮ字形ま
たは裏返しにされたＮ字形に畳まれた状態にあって、ラッピング用シート２０の内面２３
に剥離不能に接合している固定端部３２と、固定端部３２の反対端部であって摘持可能な
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自由端部３３と、これら固定端部３２と自由端部３３との間に介在する中間部３４とを有
する。当業者間において、これら各部３２，３３，３４が図の如く互いに重なるように畳
まれているテープ片３１は、Ｚ字折りまたは逆Ｚ字折りの状態にあるといわれることもあ
る。
【００１２】
図３は、図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線矢視図である。図において裏返しのＮ字形を呈するよう
に畳まれているテープ片３１は、固定端部３２が第１粘着剤４１を介してラッピング用シ
ート２０の内面２３に剥離することがないように接合し、その固定端部３２にはそれに塗
布された第２粘着剤４２を介して中間部３４が剥離可能に接合している。自由端部３３が
中間部３４と向かい合う面の一部分には第３粘着剤４３が塗布され、その第３粘着剤４３
を介して自由端部３３と中間部３４とが剥離可能に接合している。自由端部３３の先端部
分は摘持域３６であって、ここには第３粘着剤４３が塗布されていない。かようなテープ
片３１は、摘持域３６を持って図の下方へ引張られると、図１～３に仮想線で示されるよ
うにポケット２１の外へ伸展可能である。
【００１３】
図４は、使用後の汚れたおむつ１が丸められ、ラッピング用シート２０と粘着性テープ片
３１とによって包まれた状態にあるときの斜視図である。汚れたおむつ１は、図２におい
て次のように丸められる。おむつ１はまず、図の上下方向へ延びるように前後胴周り域６
，７を平坦にして重ね合わせられ、股下域８は後胴周り域７と重なるように、矢印Ａ方向
へ折曲される。次いで、ラッピング用シート２０が裏返しとなるように、かつラッピング
用シートと後胴周り域７の外面との間にポケット（第２ポケット）５２が形成されてその
ポケット５２に股下域８が納まるように、矢印Ｂ方向へ折り返される。折り返されたラッ
ピング用シート２０では内面２３と粘着性テープ片３１とが露出している。テープ片３１
は、摘持域３６を持って矢印Ｃ方向へ引張られると、剥離可能に接合していた各部が剥れ
るとともにＮ字形（または裏返しのＮ字形）に折り重ねられていた状態から解放されて、
ラッピング用シート２０の下縁部２０ｃを越えて直状に伸展する。伸展したテープ片３１
の自由端部３３がおむつ１と向かい合う面には第３粘着剤４３が塗布されているから、そ
の第３粘着剤４３を介してテープ片３１の自由端部３３がおむつ１の適宜の部位に接合さ
れる。かようにして股下域８を折曲することによって丸められたおむつ１は、股下域８が
第２ポケット５２に納まり、その第２ポケット５２はテープ片３１によって口が開くこと
のないように閉じられて、図４の状態となる。図４のおむつ１では、ラッピング用シート
２０の下縁部２０ｃがおむつ１の幅方向へ弾性的に収縮するから、ラッピング用シート２
０でコンパクトに包まれたおむつ１は密閉状態となり、おむつ１の臭気は外へ漏れること
がない。
【００１４】
この発明に係るおむつ１では、第１ポケット２１の内側に納まる粘着性テープ片３１がラ
ッピング用シート２０の内側に隠れているから、そのテープ片３１はおむつ１が着用され
ているときに乳幼児にいたずらされて使用前に伸展してしまうとか、伸展することによっ
て第３粘着剤４３の表面にごみが付着して第３粘着剤４３が実質的な意味において粘着力
を失うとかというトラブルを回避することができる。おむつ１の生産工程においても、テ
ープ片３１はそれが露出するようにおむつ１に取り付けられている場合に比べて、おむつ
１の高速走行の妨げになることがない。また、丸められて第２ポケット５２に納まるおむ
つ１は、テープ片３１の作用によって第２ポケット５２の外へ出ることがないから、廃棄
されるときに汚れた部位が露出するという恐れがない。
【００１５】
図示例のおむつ１において、表面シート２には透液性の不織布や開孔プラスチックフィル
ムを使用することができる。裏面シート３には不透液性のプラスチックフィルムや不織布
、プラスチックフィルムと不織布とのラミネートシートを使用することができる。コア４
には、粉砕パルプ、粉砕パルプと高吸水性ポリマー粒子との混合物を使用することができ
る。
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【００１６】
ラッピング用シート２０には表面シート２や裏面シート３を胴周り開口１２の縁からおむ
つ１の外へ延ばした部分を使用することができる他に、表面シート２や裏面シート３とは
別体の透湿性または非透湿性のプラスチックフィルムや不織布、プラスチックフィルムと
不織布とのラミネートシート等を使用することができる。ラッピング用シート２０はまた
、おむつ１の胴周り方向および／または上下方向へ弾性的に伸長、収縮可能なものであっ
て、使用後のおむつ１を小さくかつ簡単に広がることがないようにコンパクトに丸めてお
くことができるものであることが好ましい。したがって、ラッピング用シート２０は、図
示例の如く下縁部２０ｃに弾性部材２７を伸長状態で設ける他に、下縁部２０ｃと上縁部
２０ｂとの間に弾性部材２７に平行する複数条の弾性部材を設けることができる。胴周り
方向へ延びる弾性部材２７は、少なくとも１条がテープ片３１の固定端部３２と交差して
いるかまたは固定端部３２の近傍に位置していると、テープ片３１をその長さ方向へ強く
引張るようにしておむつ１を丸めたときに、ラッピング用シート２０が胴周り方向と上下
方向とに収縮しようとするので、丸めたおむつ１はコンパクトなものになり易い。また、
ラッピング用シート２０には、エラストマーからなるシートを使用してシート２０の全体
を胴周り方向および／または上下方向へ伸長、収縮可能にすることもできる。ラッピング
用シート２０は、図示例の如く前胴周り域６に設ける他に、後胴周り域７に設けることも
できる。おむつ１の胴周り方向におけるラッピング用シート２０の寸法は、図示例のごと
く前胴周り域６の幅に合わせる他に、この幅よりも小さくすることも可能である。そのよ
うなラッピング用シート２０の側縁部２０ａは前胴周り域６における裏面シート３の適宜
の部位に接合することができる。
【００１７】
ラッピング用シート２０に取り付けられる粘着性テープ片３１には、プラスチックフィル
ムや不織布等のシート材料を使用することができる。テープ片３１は、摘持域３６がラッ
ピング用シート２０の下縁部２０ｃの近傍に位置するように長さ方向をおむつ１の上下方
向に一致させて畳まれているもので、その摘持域３６をおむつ１の下方ヘ向かって引張る
と自由端部３３のうちで少なくとも第３粘着剤４３の塗布されている部分が下縁部２０ｃ
の外へ延びるように作られている。そのようなテープ片３１では、その全体または一部分
（例えば固定端部３２や中間部３４）がテープ片３１の長さ方向へ弾性的に伸長、収縮可
能なものであってもよい。
【００１８】
図５は、この発明の実施態様の一例を示す図１と同様な図面である。おむつ１は、図１と
同じラッピング用シート２０を有しているが、そのラッピング用シート２０に取り付けら
れた粘着性テープ片３１は、おむつ１の下方へ向かって開口するように倒立した状態のＶ
字形を呈するように畳まれている。かかるテープ片３１は、固定端部３２と自由端部３３
とを有し、固定端部３２は下端部分３２ａが第１粘着剤４１を介してラッピング用シート
２０の内面２３に剥離することがないように接合する一方、上端部分３２ｂは第１粘着剤
４１が塗布されておらず、内面２３に接合していない。自由端部３３は固定端部３２と向
かい合う面の一部分に第３粘着剤４３が塗布されており、この第３粘着剤４３を介して固
定端部３２に剥離可能に接合している。自由端部３３の先端部分は第３粘着剤４３が塗布
されておらず、摘持域３６を形成している。このおむつ１では、ラッピング用シート２０
と前胴周り域６とが形成する第１ポケット２１の内側に粘着性テープ片３１が隠れており
、図２の如くラッピング用シート２０と後胴周り域７とが形成する第２ポケット（図示せ
ず）をそのテープ片３１で閉じることができる。図５のテープ片３１は、摘持域３６を持
って下方へ引張ると、固定端部３２の下端部分３２ａと上端部分３２ｂとの境界において
折れ曲り、上端部分３２ｂと自由端部３３とが直状を呈して第１ポケット２１または第２
ポケット（図示せず）の外へ延びることが可能である。
【００１９】
使い捨てのパンツ型おむつ１を例にして説明したこの発明は、トレーニングパンツや失禁
患者用パンツ、生理用パンツ等の使い捨てのパンツ型着用物品として実施することができ
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【００２０】
【発明の効果】
この発明に係る使い捨てのパンツ型着用物品は、前後胴周り域のいずれかとラッピング用
シートとで第１のポケットを形成してそのポケットの内側に粘着性テープ片を設けたから
、おむつ着用中には粘着性テープ片が隠れて乳幼児によっていたずらされることがない。
廃棄されるおむつでは、そのラッピング用シートが第２のポケットを形成してその第２の
ポケットを粘着性テープ片で閉じることができるから、丸められて第２のポケットに納ま
る着用物品は衛生的に好ましい状態で廃棄される。
【図面の簡単な説明】
【図１】パンツ型おむつの部分破断斜視図。
【図２】パンツ型おむつの側面図。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線矢視図。
【図４】丸められたパンツ型おむつの斜視図。
【図５】実施形態の一例を示す図１と同様な図。
【符号の説明】
１　　　着用物品（おむつ）
６　　　前胴周り域
７　　　後胴周り域
８　　　股下域
１２　　　胴周り開口
１３　　　脚周り開口
２０　　　ラッピング用シート
２０ａ　　側縁部
２１　　　ポケット（第１ポケット）
２３　　　内面
３１　　　テープ片
３２　　　固定端部
３３　　　自由端部
４３　　　粘着域（第３粘着剤）
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